
　ストレス、ライフスキル、指導者の負担感、保護者の負担感に関する研究を行っている。近年は、青少年

　スポーツ指導者の指導力を育成する教育プログラムを作成し、実践している。また、フィリピン・セブ市

　の貧困層児童に対してスポーツ教育を実施しているNPOの支援活動も行っており、主に教育プログラム

　の開発と指導者の教育を手がけている。「スポーツで世界の子供に笑顔を届ける」をモットーとして、

　日々、研究と実践に奮闘中である。

　平成26年度日本体育学会学会賞受賞（一般社団法人日本体育学会）

　研究活動としては，指導者と部員との人間関係に大きな関心を持っている。具体的には，部員の心理的

　県立新潟南高等学校３年時に第71回全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）に投手、四番打者

　として出場。平成元年度優秀選手（財団法人日本学生野球協会）

　桐蔭横浜大学大学院スポーツ科学研究科教授

　1972年生まれ　新潟県出身

　日本大学文理学部体育学科卒業

　新潟大学大学院教育学研究科修了

【講師紹介】

　　　　　　　　　しぶ　　くら　　たか　　ゆき

渋　倉　崇　行　氏

　名古屋大学大学院教育発達科学研究科博士（後期）課程修了。博士（心理学）

　新潟工科大学助手、新潟県立大学准教授等を歴任
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